


２．修正の理由 

  売上高、営業利益及び経常利益につきましては、火力発電所の大型工事の進捗が作業効率の

向上により計画以上に進んだことや、緊急工事や計画外の停止工事により工事量が増加したこ

と、原価管理の徹底により工事採算の改善に努めたこと、また、経営全般にわたる諸経費の更

なる削減等により、前回予想を上回る見込みであります。 

  当期純利益につきましては、下記「３．特別損失の計上について」の記載により、前回の予

想を下回る見込みであります。 

 

３．特別損失の計上について 

  当社は、今後厳しい経営環境が想定される中で、経営の効率化・合理化の一環として、当社

施設の集約を進め、一部の固定資産については保有方針を変更することとしました。これに伴

い、当該資産の帳簿価額を回収可能価額まで減額し、減損損失として 16 億 34 百万円を計上す

ることといたしました。 

 

(注)本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理

的であると判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではあり

ません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

 

以  上 


